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要 約 

本研究は，バスケットボールのフリースローにおけるボール到達位置 について，パフォーマンスレベ

ルの違いによる特徴を明らかにすることを目的とした．被験者は健常成人男性 30 名であり，競技経

験年数が 10 年以上（以下 ELT, n=10），10 年未満（以下 REC, n=10）および競技経験無し（以下

UEX, n=10）の 3 群とした．被験者にはフリースロー30 本を行わせた．分析項目として，ショット成功率

とボールのリングに対する到達位置の前後成分および左右成分を算出した．その結果， 1)ボール到

達位置の偏りは前後成分が左右成分より大きく，ELT が UEX より小さい， 2) パフォーマンスレベル

が高 い群 ほどショット成 功 率 が高 く，ボール到 達 位 置 の前 後 成 分 におけるばらつきが小 さい，および

3) ELT のみボール到達位置の左右成分におけるばらつきが前後成分のばらつきよりも小さいことが

明らかとなった． 
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